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宮
内
庁
に
管
理
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
祭
祀
と
調
査
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

皇
室
の
先
祖
や
皇
室
関
係
者
が
葬
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
宮
内
庁
が
管
理
し
て
い
る
古
墳
が
多
数
あ
る
。
こ
れ
ら
は
陵
墓
や

陵
墓
参
考
地
と
よ
ば
れ
、
宮
内
庁
に
よ
っ
て
「
陵
墓
の
静
安
と
尊
厳
の
保
持
」
等
を
理
由
に
学
術
研
究
目
的
で
あ
っ
て
も
自
由

な
立
ち
入
り
が
拒
ま
れ
て
い
る
。
陵
墓
で
は
皇
室
に
よ
っ
て
、
式
年
祭
等
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
年
六
月
三
日
に
提
出

し
た
前
回
質
問
主
意
書
（
質
問
第
五
三
五
号
）
で
、
陵
墓
の
祭
祀
の
一
つ
で
あ
る
式
年
祭
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
答
弁
書
は

「
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

陵
墓
（
以
下
、
陵
墓
参
考
地
を
含
む
）
と
し
て
管
理
し
て
い
る
古
墳
の
「
静
安
と
尊
厳
の
保
持
」
と
は
い
か
な
る
概

念
か
、
具
体
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

（
二
）

奈
良
県
広
陵
町
の
新
山
古
墳
は
一
八
八
五
年
に
竪
穴
式
石
室
が
開
口
し
、
大
ま
か
な
調
査
が
行
わ
れ
た
。
大
阪
府
藤

井
寺
市
の
津
堂
城
山
古
墳
は
一
九
一
二
年
に
石
室
が
開
口
し
、
長
持
型
石
棺
が
姿
を
現
し
て
大
ま
か
な
調
査
が
行
わ
れ

た
。
大
阪
府
羽
曳
野
市
と
松
原
市
に
ま
た
が
る
河
内
大
�
山
古
墳
の
前
方
部
に
は
、
か
つ
て
西
大
�
村
と
東
大
�
村
と

い
う
集
落
が
存
在
し
て
い
た
。

一



現
在
、
こ
れ
ら
三
つ
の
古
墳
は
陵
墓
参
考
地
と
し
て
宮
内
庁
に
管
理
さ
れ
、
「
静
安
と
尊
厳
の
保
持
」
等
を
理
由
に

立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
陵
墓
参
考
地
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
か
。
西
暦
で
答
え
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
陵
墓
参
考
地
に
さ
れ
る
ま
で
の
「
静
安
と
尊
厳
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
保
持
さ
れ
て
い
た
の
か
、
明
確
に
さ

れ
た
い
。

（
三
）

答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
陵
墓
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
じ
る
旨
の
看
板
は
一
八
七
三
年
十
一
月
二
日
の
太
政
官
達
以
降
設
置

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
太
政
官
達
は
現
在
も
効
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

（
四
）

古
文
書
や
行
政
記
録
文
書
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
盗
掘
が
行
わ
れ
石
室
が
開
口
し
、
副
葬
品
も
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
陵
墓
で
あ
れ
ば
、
改
め
て
学
術
的
観
点
か
ら
調
査
を
行
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
い

か
。

（
五
）

式
年
祭
の
詳
細
に
つ
い
て
、
答
弁
が
で
き
な
い
と
す
る
合
理
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

（
六
）

本
年
二
月
十
三
日
、
大
阪
府
堺
市
の
田
出
井
山
古
墳
で
「
反
正
天
皇
の
千
六
百
年
式
年
祭
」
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

四
月
一
日
に
は
、
大
阪
府
羽
曳
野
市
の
誉
田
御
廟
山
古
墳
で
「
応
神
天
皇
の
千
七
百
年
式
年
祭
」
が
行
わ
れ
た
。
宮
内

庁
が
提
出
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
反
正
天
皇
陵
式
年
祭
に
は
、
以
下
の
二
十
七
名
の
公
務
員
が
参
列
者
と
し
て
列
挙
さ

二



れ
て
い
る
（
敬
称
略
）
。

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
長
・
上
総
周
平

大
阪
府
教
育
長
代
理
・
向
井
正
博

堺
市
長
・
竹
山
修
身

堺
市
市
議
会
議
長
・
星
原
卓
次

堺
市
市
議
会
副
議
長
・
高
岡
武
汪

堺
市
副
市
長
・
田
村
恒
一

堺
市
教
育
委
員
会
委
員
長
・
坂
之
上
清
以
彌

堺
市
教
育
長
・
芝
村
巧

堺
市
博
物
館
長
・
中
西
進

堺
市
市
長
公
室
室
長
・
藤
木
博
則

堺
市
市
長
公
室
理
事
・
溝
口
勝
美

堺
市
三
国
ヶ
丘
小
学
校
校
長
・
小
山
久
子

宮
内
庁
次
長
・
風
岡
典
之

宮
内
庁
京
都
事
務
所
所
長
・
北
啓
太

宮
内
庁
京
都
事
務
所
次
長
・
安
田
勉

宮
内
庁
京
都
事
務
所
管
理
課
長
・
湯
本
順
一

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
長
・
杉
本
一
樹

桃
山
陵
墓
監
区
事
務
所
所
長
・
�
井
忠
則

桃
山
陵
墓
監
区
事
務
所
・
竹
村
哲
也

畝
傍
陵
墓
監
区
事
務
所
所
長
・
今
西
良
孝

畝
傍
陵
墓
監
区
事
務
所
・
伊
藤
繁
和

月
輪
陵
墓
監
区
事
務
所
所
長
・
舟
瀬
利
昭

月
輪
陵
墓
監
区
事
務
所
・
上
田
良
範

古
市
陵
墓
監
区
事
務
所
所
長
・
椋
本
武三



皇
宮
警
察
京
都
護
衛
署
署
長
・
弓
取
隆
司

皇
宮
警
察
京
都
護
衛
署
副
署
長
・
上
島
博
樹

宮
内
庁
書
陵
部
陵
墓
課
長
・
和
地
國
夫

同
じ
く
、
応
神
天
皇
陵
式
年
祭
に
は
、
以
下
の
二
十
二
名
の
公
務
員
が
参
列
者
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
敬
称

略
）
。

大
阪
府
議
会
議
長
（
代
理
）
・
阪
倉
久
晴

羽
曳
野
市
長
・
北
川
嗣
雄

羽
曳
野
市
議
会
議
長
・
樽
井
佳
代
子

羽
曳
野
市
議
会
副
議
長
・
金
銅
宏
親

羽
曳
野
市
副
市
長
・
藤
田
忠

羽
曳
野
市
副
市
長
・
寺
西
正
和

羽
曳
野
市
教
育
委
員
長
・
金
銅
晃

宮
内
庁
管
理
部
長
・
鈴
木
武

宮
内
庁
京
都
事
務
所
長
・
北
啓
太

宮
内
庁
京
都
事
務
所
次
長
・
安
田
勉

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
長
・
杉
本
一
樹

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
保
存
課
長
・
成
瀬
正
和

桃
山
陵
墓
監
区
事
務
所
長
・
�
井
忠
則

桃
山
陵
墓
監
区
事
務
所
職
員
代
表
・
今
出
伸
一

畝
傍
陵
墓
監
区
事
務
所
所
長
・
今
西
良
孝

畝
傍
陵
墓
監
区
事
務
所
職
員
代
表
・
池
谷
浩
行

月
輪
陵
墓
監
区
事
務
所
長
・
舟
�
利
昭

月
輪
陵
墓
監
区
事
務
所
職
員
代
表
・
西
村
英
樹

四



古
市
陵
墓
監
区
事
務
所
長
・
椋
本
武

皇
宮
警
察
京
都
護
衛
署
副
署
長
・
上
島
博
樹

寛
仁
親
王
付
主
査
・
小
倉
親
志

寛
仁
親
王
付
・
瀧
川
智
恵

陵
墓
に
お
け
る
祭
祀
は
、
皇
室
の
私
的
な
行
為
と
さ
れ
て
い
る
。
皇
室
の
私
的
な
行
為
で
あ
る
陵
墓
の
祭
祀
に
、
公

務
員
が
参
列
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
憲
法
に
も
と
づ
く
政
教
分
離
の
原
則
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の

か
。

（
七
）

陵
墓
参
考
地
に
な
っ
て
い
る
古
墳
で
は
、
皇
室
に
よ
っ
て
祭
祀
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
行
わ
れ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
い
つ
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
祭
祀
の
日
は
何
に
よ
っ
て
決
め
た
の
か
。
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
八
）

陵
墓
参
考
地
で
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
宮
内
庁
に
よ
る
古
墳
へ
の
立
ち
入
り
の
「
規
制
」
を
解

き
、
学
術
的
観
点
か
ら
調
査
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
。

（
九
）

宮
内
庁
に
よ
れ
ば
、
ヤ
マ
ト
ト
ト
ヒ
モ
モ
ソ
ヒ
メ
は
孝
霊
天
皇
の
娘
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
最
古
級
の
前
方
後
円
墳
・

箸
墓
古
墳
（
奈
良
県
・
桜
井
市
）
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
孝
霊
天
皇
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
「
片
丘

馬
坂
陵
」
が
、
奈
良
県
北
葛
城
郡
王
寺
町
に
所
在
し
て
い
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
陵
は
古
墳
か
否
か
。
い
つ

五



築
造
さ
れ
た
の
か
。
改
め
て
問
う
。
あ
わ
せ
て
「
片
丘
馬
坂
陵
」
の
立
地
、
形
状
、
大
き
さ
を
示
さ
れ
た
い
。

（
十
）

答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
「
孝
霊
天
皇
は
孝
元
天
皇
六
年
に
葬
ら
れ
た
」
旨
あ
る
が
、
「
孝
元
天
皇
六
年
」
と
は
西
暦
何

年
か
。
宮
内
庁
の
見
解
を
述
べ
ら
れ
た
い
。

（
十
一
）

御
陵
墓
伝
説
地
か
ら
陵
墓
参
考
地
へ
の
変
遷
は
、
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
陵
墓
参
考
地
の
法
令
上

の
根
拠
を
明
示
さ
れ
た
い
。

（
十
二
）

奈
良
県
広
陵
町
の
前
方
後
円
墳
・
新
木
山
古
墳
に
つ
い
て
、
答
弁
書
で
は
「
そ
の
墳
丘
の
規
模
等
に
よ
り
皇
室
関

係
者
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
十
九
年
に
御
陵
墓
伝
説
地
と
な
り
、
現
在
は
陵
墓
参
考
地

と
し
て
管
理
」
と
あ
る
。
墳
丘
の
規
模
が
ど
う
い
う
状
況
で
あ
れ
ば
皇
室
関
係
者
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た

の
か
、
そ
の
基
準
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
宮
内
庁
が
新
木
山
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
皇
室
関
係
者
と
は
、
具
体
的
に
誰
な
の
か
。

（
十
三
）

答
弁
書
で
は
「
新
木
山
古
墳
で
行
う
予
定
の
事
前
調
査
に
つ
い
て
は
、
地
元
教
育
委
員
会
か
ら
同
時
調
査
の
要
望

は
受
け
て
い
な
い
」
旨
あ
る
が
、
堺
市
の
百
舌
鳥
御
廟
山
古
墳
で
実
施
し
た
よ
う
な
同
時
調
査
の
要
望
が
地
元
教
育
委

員
会
か
ら
出
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
を
受
け
同
時
調
査
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

六



（
十
四
）

答
弁
書
で
は
「
宮
内
庁
に
お
い
て
は
、
陵
墓
の
副
葬
品
は
管
理
し
て
い
な
い
」
と
あ
る
。
前
回
質
問
主
意
書
の
冒

頭
で
、
「
陵
墓
（
陵
墓
参
考
地
含
む
、
以
下
同
じ
）
」
と
記
述
し
、
陵
墓
に
は
陵
墓
参
考
地
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
条

件
づ
け
て
質
問
し
て
い
る
。

奈
良
県
広
陵
町
の
前
方
後
方
墳
・
新
山
古
墳
の
竪
穴
式
石
室
か
ら
は
大
量
の
銅
鏡
や
玉
類
が
出
土
し
た
。
現
在
、
宮

内
庁
が
陵
墓
参
考
地
と
し
て
管
理
し
、
出
土
品
も
宮
内
庁
が
所
蔵
・
管
理
し
て
い
る
と
思
う
が
、
新
山
古
墳
の
竪
穴
式

石
室
か
ら
出
土
し
た
銅
鏡
等
の
出
土
品
は
、
副
葬
品
で
は
な
い
の
か
。
新
山
古
墳
の
出
土
品
は
宮
内
庁
の
管
理
か
ら
外

れ
た
の
か
。

（
十
五
）

新
山
古
墳
に
つ
い
て
、
答
弁
書
で
は
「
そ
の
副
葬
品
等
に
よ
り
皇
室
関
係
者
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
明
治
十
九
年
に
御
陵
墓
伝
説
地
と
な
り
、
現
在
は
陵
墓
参
考
地
と
し
て
管
理
」
と
あ
る
。
新
山
古
墳
か
ら

は
、
直
弧
文
鏡
や
三
角
縁
神
獣
鏡
を
は
じ
め
大
量
の
銅
鏡
や
玉
類
が
出
土
し
て
い
る
が
、
副
葬
品
の
全
容
が
判
明
し
て

い
な
い
と
も
い
わ
れ
る
。
宮
内
庁
が
所
蔵
・
管
理
し
て
い
る
新
山
古
墳
出
土
品
の
名
称
と
点
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

（
十
六
）

戦
後
、
新
山
古
墳
と
同
様
に
三
十
数
面
の
三
角
縁
神
獣
鏡
を
は
じ
め
大
量
の
銅
鏡
が
出
土
し
た
椿
井
大
�
山
古
墳

七



（
京
都
府
木
津
川
市
）
、
同
じ
く
三
十
数
面
の
三
角
縁
神
獣
鏡
等
が
出
土
し
た
黒
�
古
墳
（
奈
良
県
天
理
市
）
等
、
大

量
の
銅
鏡
が
出
土
し
た
古
墳
で
も
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
に
な
ら
ず
、
宮
内
庁
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
な
い
。
戦
前
の

帝
国
憲
法
下
に
あ
っ
て
は
、
大
量
の
銅
鏡
や
玉
類
が
出
土
す
れ
ば
、
そ
の
古
墳
は
御
陵
墓
伝
説
地
に
な
る
よ
う
に
定
め

ら
れ
て
い
た
の
か
。

ま
た
、
宮
内
庁
が
新
山
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
皇
室
関
係
者
と
は
、
具
体
的
に
誰
な
の
か
。

（
十
七
）

本
年
二
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
一
分
科
会
で
の
質
疑
で
、
宮
内
庁
の
本
田
清
隆
書
陵
部
長
か
ら

「
陵
墓
を
適
切
に
管
理
・
保
存
・
保
護
し
て
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
非
常
に
重
要
な
使
命
で
あ
る
」
旨
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
下
に
埋
没
し
て
現
在
は
地
表
か
ら
見
え
な
い
濠
（
堤
含
む
、
以
下
同
じ
）
の
範
囲
や
、

陵
墓
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
な
い
濠
の
範
囲
で
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
は
乱
開
発
が
進
ん
で
い
て
、
現
状

保
存
は
不
十
分
な
状
況
で
は
な
い
の
か
。
墳
丘
と
周
濠
と
が
一
体
と
な
っ
た
形
で
の
古
墳
全
体
の
保
存
・
保
護
は
十
分

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
認
識
を
問
う
。

（
十
八
）

最
近
で
は
堺
市
の
田
出
井
山
古
墳
（
宮
内
庁
に
よ
る
反
正
天
皇
陵
）
の
後
円
部
側
で
、
埋
没
し
て
い
る
外
濠
の
一

部
が
調
査
後
に
民
間
開
発
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。
奈
良
県
奈
良
市
の
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
（
宮
内
庁
に
よ
る
陵
墓
参
考
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地
）
の
外
濠
の
一
部
は
、
調
査
後
に
国
道
二
四
号
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
い
破
壊
さ
れ
た
。
ま
た
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
は
内

濠
部
分
の
地
下
に
高
速
道
路
（
京
奈
和
自
動
車
道
）
が
建
設
さ
れ
る
計
画
が
あ
る
。
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
の
西
側
の
コ
ナ
ベ

古
墳
（
陵
墓
参
考
地
）
で
は
、
外
濠
部
分
の
一
部
を
破
壊
し
航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
ご
く
一
例
で
あ
る
が
、
古
墳
の
埋
没
周
濠
の
破
壊
や
内
濠
直
下
の
掘
削
工
事
計
画
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
る
か
。

（
十
九
）

地
表
か
ら
見
え
な
い
埋
没
周
濠
の
保
存
・
保
護
を
十
分
に
行
う
た
め
に
は
、
埋
没
周
濠
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、

あ
わ
せ
て
そ
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

（
二
十
）

次
に
あ
げ
る
古
墳
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
（
＊
は
宮
内
庁
の
呼
称
）
、
�
地
表
か
ら
周
濠
は
目
視
で
き
な
い
も
の

の
、
調
査
に
よ
っ
て
周
濠
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
、
�
地
表
か
ら
目
視
で
き
る
周
濠
の
外
側
に
、
調
査
に

よ
っ
て
外
濠
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
、
�
そ
れ
以
外

の
ど
れ
が
該
当
す
る
か
、
文
化
庁
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。
な
お
、
�
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

田
出
井
山
古
墳
（
＊
反
正
天
皇
陵
）
大
阪
府
堺
市

大
山
古
墳
（
＊
仁
徳
天
皇
陵
）
大
阪
府
堺
市
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ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
（
＊
履
中
天
皇
陵
）
大
阪
府
堺
市

土
師
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
（
＊
東
百
舌
鳥
陵
墓
参
考
地
）
大
阪
府
堺
市

百
舌
鳥
御
廟
山
古
墳
（
＊
百
舌
鳥
陵
墓
参
考
地
）
大
阪
府
堺
市

仲
津
山
古
墳
（
＊
仲
津
山
陵
）
大
阪
府
藤
井
寺
市

市
野
山
古
墳
（
＊
允
恭
天
皇
陵
）
大
阪
府
藤
井
寺
市

岡
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
（
＊
仲
哀
天
皇
陵
）
大
阪
府
藤
井
寺
市

ボ
ケ
山
古
墳
（
＊
仁
賢
天
皇
陵
）
大
阪
府
藤
井
寺
市

前
の
山
古
墳
（
＊
白
鳥
陵
）
大
阪
府
羽
曳
野
市

高
屋
城
山
古
墳
（
＊
安
閑
陵
古
墳
）
大
阪
府
羽
曳
野
市

誉
田
御
廟
山
古
墳
（
＊
応
神
天
皇
陵
）
大
阪
府
羽
曳
野
市

白
髪
山
古
墳
（
＊
清
寧
天
皇
陵
）
大
阪
府
羽
曳
野
市

河
内
大
�
山
古
墳
（
＊
大
�
陵
墓
参
考
地
）
大
阪
府
羽
曳
野
市
・
松
原
市

五
社
神
古
墳
（
＊
神
功
皇
后
陵
）
奈
良
県
奈
良
市
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佐
紀
陵
山
古
墳
（
＊
日
葉
酢
媛
陵
）
奈
良
県
奈
良
市

佐
紀
高
�
古
墳
（
＊
称
徳
天
皇
陵
）
奈
良
県
奈
良
市

市
庭
古
墳
（
＊
平
城
天
皇
陵
）
奈
良
県
奈
良
市

ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
（
＊
宇
和
奈
邊
陵
墓
参
考
地
）
奈
良
県
奈
良
市

コ
ナ
ベ
古
墳
（
＊
小
奈
邊
陵
墓
参
考
地
）
奈
良
県
奈
良
市

ヒ
シ
ア
ゲ
古
墳
（
＊
磐
之
媛
陵
）
奈
良
県
奈
良
市

行
燈
山
古
墳
（
＊
崇
神
天
皇
陵
）
奈
良
県
天
理
市

渋
谷
向
山
古
墳
（
＊
景
行
天
皇
陵
）
奈
良
県
天
理
市

西
殿
�
古
墳
（
＊
衾
田
陵
）
奈
良
県
天
理
市

箸
墓
古
墳
（
＊
大
市
墓
）
奈
良
県
桜
井
市

（
二
十
一
）

昨
年
六
月
二
十
九
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
質
問
第
六
一
一
号
）
に
お
い
て
、
都
市
防
災
の
観
点
か
ら
大

山
古
墳
（
堺
市
）
や
誉
田
御
廟
山
古
墳
（
羽
曳
野
市
）
で
見
ら
れ
る
巨
大
地
震
の
痕
跡
に
関
す
る
調
査
の
必
要
性
を
求

め
た
。
答
弁
書
に
お
い
て
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
陵
墓
立
入
調
査
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
検
討
す
る
こ
と
も
あ
り

一
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得
る
」
旨
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
宮
内
庁
に
対
し
、
実
地
調
査
の
要
請
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
内
閣
府
、
消
防
庁

の
見
解
を
問
う
。

（
二
十
二
）

前
回
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
静
岡
県
沼
津
市
で
発
見
さ
れ
た
辻
畑
古
墳
の
現
状
保
存
に
つ
い
て
問
う
た
が
、

答
弁
書
で
は
「
そ
の
取
扱
い
を
判
断
す
る
た
め
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
学
術
的
な
検
討
が
行
わ
れ
る
」
と
あ
っ
た
。

取
扱
い
の
判
断
に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
に
行
う
と
聞
い
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。
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